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論文内容要旨

背景と目的:炎症

は好塩基球であ

方,1960年代の
たな合成)によっ

にHDCを誘導する

1,TNF,iL42,IL

は1ipopoiysacc
いる。このこと

る可能性がある
ャレンジによるHDC誘導におけるマスト細胞の関与を検討し

方法:研究に広

胞欠損)と+/+

これらのマウスにOVA

結果:実験1にお

るHの増加が検

著に低値を示

量と対応)との

め,組織や血液でのH量はマウスの種類と組織で

結論と考察:以

 …圭3一



関与(貢献度)は

は重要である。③

琶はマスト細胞

 と思、われる。

審査結果要旨

炎症やアレルギ

液では好塩基球
誘導によっても

RDCを誘導するこ

刺激により猛一

々の組織にHDCを

生やTNFを介し

による墨紛C誘導

たものである。

にLPSを投与,ま

性とヒスタミン量

れず,蚤{DC誘導

顕著に低値を示

との間に関連性

液でのヒスタミ

らの結果から,①

はないこと,②O

においても瓢)C誘

 マスト細胞からもHDC誘導を

摩研究は感染に

唆するものであ甑

 て本論文は博士(歯学)の学位授与に値すると認める。
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